
現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来

　ゴミはゴミにならずに資源として循環し、人的な資源も循環する
ことで、島全体がつながりあう「巡る島」。
　地域循環共生圏の構築により「人々の充足感」と「自然環境の再
生」が両立する社会。

②課題

・サンゴ礁の保全
　気候変動に伴う台風の大型化、海水温の上昇、農地等からの赤土
流出、過剰な農薬・化学肥料の流出、畜産排泄物の流出、生活排水
・サーキュラー型の社会経済への転換（廃棄物処理の効率化）
　中間処理、最終処分場のひっ迫、ゴミの減量、循環への対応

③なぜこの事業をや
るのか（Why）

　地域の象徴する自然環境であるサンゴ礁を保全しながら、将来に
わたって持続可能な地域社会であり続けるため

④地域資源

・豊かな自然環境、独特の文化・芸能
・亜熱帯の気候、繁殖力旺盛な草木
・すでに活動している団体
・使われていない施設

⑤商品・サービスの
具体的な内容
（What）

・コラコラ認証の推進（参加型ローカル認証）
・排水浄化の取り組み
・石垣型林業の構築

⑥担い手（Who）

・コラコラ認証の推進（参加型ローカル認証）
　コラコラ
・排水浄化の取り組み
　パーマカルチャーセンターやいま
・石垣型林業の構築
　石垣林業組合、畜産農家、トランジションタウン石垣島

琉球イオン
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ストーリー
　三つの事業（ローカル経済事業、資源循環事業、市民啓発事業）が地域内で展開されることで、人と地域がつながり、そ
れにより人々の生活がより豊かで満たされたものになり、物や金銭ではなく、共有することで豊かになれる地域社会へと移
行し、また、環境に配慮した事業にお金が巡ることで、人々の意識の転換と、自然の再生、健全な循環が生まれる事が期待
される。

事業の骨子

・コラコラ認証の推進
　他分野ガイドラインの作成
　経済的な安定運営

・排水浄化の取り組み
　担い手との調整

・石垣型林業の構築
　担い手との調整

事業のタネシート

活動地域・団体名：コラコラ

事業名称１：ローカル経済事業
あらすじ

　ローカル経済事業、資源循環事業、市民啓発事業、これら三つの事業の取り組みが連携することで、環境的に持続可能
で、社会的につながりあい、精神的にも充足した地域環境が実現を目指す。



⑦事業で生じる循環

・コラコラ認証の推進（参加型ローカル認証）
　農業分野では循環型農業による資源循環、飲食業分野では環境に
やさしい製品を使うことによるう負荷低減、生ごみたい肥化や地産
地消による循環
・排水浄化の取り組み
　浄化槽普及など環境負荷低減
・石垣型林業の構築
　林間放牧による効率化・省力化、排泄物による負荷低減

⑧事業で生じる成果

・海域環境に対する負荷の低減（サンゴ礁の保全につながる）
・地域の環境保全意識の向上、行動変容
・収益の確保？

現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来

　ゴミはゴミにならずに資源として循環し、人的な資源も循環する
ことで、島全体がつながりあう「巡る島」。
　地域循環共生圏の構築により「人々の充足感」と「自然環境の再
生」が両立する社会。

②課題

・サンゴ礁の保全
　気候変動に伴う台風の大型化、海水温の上昇、農地等からの赤土
流出、過剰な農薬・化学肥料の流出、畜産排泄物の流出、生活排水
・サーキュラー型の社会経済への転換（廃棄物処理の効率化）
　中間処理、最終処分場のひっ迫、ゴミの減量、循環への対応

③なぜこの事業をや
るのか（Why）

　地域の象徴する自然環境であるサンゴ礁を保全しながら、将来に
わたって持続可能な地域社会であり続けるため

④地域資源

・豊かな自然環境、独特の文化・芸能
・亜熱帯の気候、繁殖力旺盛な草木
・すでに活動している団体
・使われていない施設

　三つの事業（ローカル経済事業、資源循環事業、市民啓発事業）が地域内で展開されることで、人と地域がつながり、そ
れにより人々の生活がより豊かで満たされたものになり、物や金銭ではなく、共有することで豊かになれる地域社会へと移
行し、また、環境に配慮した事業にお金が巡ることで、人々の意識の転換と、自然の再生、健全な循環が生まれる事が期待
される。

事業の骨子

・石垣島キエーロプロジェクト
・MMO
・大☆ぶつぶつ市
　具体的内容調整
　経済的な安定運営

・葉っぱ包装
・海洋プラごみアップサイクル
・古い建物の修繕・マッチング
　担い手との調整

事業名称２：資源循環事業
あらすじ

　ローカル経済事業、資源循環事業、市民啓発事業、これら三つの事業の取り組みが連携することで、環境的に持続可能
で、社会的につながりあい、精神的にも充足した地域環境が実現を目指す。

ストーリー

地域行政（具体的な連携方策、
役割分担）



⑤商品・サービスの
具体的な内容
（What）

・石垣島キエーロプロジェクト（コンポスト普及・提案）
・MMO（マイボトルで水おかわり）
・葉っぱ包装（プラスチック用品の削減）
・大☆ぶつぶつ市（不用品を資源として循環）
・海洋プラごみアップサイクル
・古い建物の修繕・マッチング

⑥担い手（Who）

・石垣島キエーロプロジェクト（コンポスト普及・提案）
　石垣島キエーロ、トランジションタウン石垣島、Baraque 、
パーマカルチャーセンターやいま
・MMO（マイボトルで水おかわり）
　MMO石垣島
・葉っぱ包装（プラスチック用品の削減）
　ゆんたみ、Baraque 、コラコラ認証事業者
・大☆ぶつぶつ市（不用品を資源として循環）
　大☆ ぶつぶつ市、トランジションタウン石垣島
・海洋プラごみアップサイクル
　公営塾、SII （サステナブルアイランド石垣島）他ビーチクリー
ン団体
・古い建物の修繕・マッチング
　パーマカルチャーセンターやいま、面白法人カヤック

琉球イオン
サンエー
かねひで

みつわ産業
自販機関連会社

上勝町くるくるショップ
他

⑦事業で生じる循環

・石垣島キエーロプロジェクト（コンポスト普及・提案）
　生ごみの循環
・MMO（マイボトルで水おかわり）
　マイボトル促進、ペットボトル等の削減
・葉っぱ包装（プラスチック用品の削減）
　リユース容器促進、プラスチック削減
・大☆ぶつぶつ市（不用品を資源として循環）
　資源（不用品）の循環
・海洋プラごみアップサイクル
　海洋ゴミの付加価値製品化
・古い建物の修繕・マッチング
　施設の循環

⑧事業で生じる成果

・廃棄物の低減、資源化
・地域の環境保全意識の向上、行動変容
・雇用の確保？
・収益の確保？

　
　

　

地域行政（具体的な連携方策、
役割分担）



現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来

　ゴミはゴミにならずに資源として循環し、人的な資源も循環する
ことで、島全体がつながりあう「巡る島」。
　地域循環共生圏の構築により「人々の充足感」と「自然環境の再
生」が両立する社会。

②課題

・サンゴ礁の保全
　気候変動に伴う台風の大型化、海水温の上昇、農地等からの赤土
流出、過剰な農薬・化学肥料の流出、畜産排泄物の流出、生活排水
・サーキュラー型の社会経済への転換（廃棄物処理の効率化）
　中間処理、最終処分場のひっ迫、ゴミの減量、循環への対応

③なぜこの事業をや
るのか（Why）

　地域の象徴する自然環境であるサンゴ礁を保全しながら、将来に
わたって持続可能な地域社会であり続けるため

④地域資源

・豊かな自然環境、独特の文化・芸能
・亜熱帯の気候、繁殖力旺盛な草木
・すでに活動している団体
・使われていない施設

⑤商品・サービスの
具体的な内容
（What）

・コミュニティでの助け合い、
・給食のオーガニック化、
・市民学校（生涯学習施設）

⑥担い手（Who）

・コミュニティでの助け合い
　トランジションタウン石垣島、カヤック・ゼロ
・給食のオーガニック化
　ゆんたみ、花谷農園、コラコラ
・市民学校（生涯学習施設）
　ゆんたみ、コラコラなど全ての連携団体

トランジション・ジャパン
給食オーガニック化先進地域

珊瑚舎スコーレ
など

⑦事業で生じる循環

・コミュニティでの助け合い
　人と人、物と物のつながり
・給食のオーガニック化
　地産地消
・市民学校（生涯学習施設）
　普及啓発

⑧事業で生じる成果
・地域の環境保全意識の向上、行動変容

　三つの事業（ローカル経済事業、資源循環事業、市民啓発事業）が地域内で展開されることで、人と地域がつながり、そ
れにより人々の生活がより豊かで満たされたものになり、物や金銭ではなく、共有することで豊かになれる地域社会へと移
行し、また、環境に配慮した事業にお金が巡ることで、人々の意識の転換と、自然の再生、健全な循環が生まれる事が期待
される。

事業の骨子

・コミュニティでの助け合い、
・給食のオーガニック化、
・市民学校
　担い手との調整

地域行政（具体的な連携方策、
役割分担）

事業名称３：市民啓発事業
あらすじ

　ローカル経済事業、資源循環事業、市民啓発事業、これら三つの事業の取り組みが連携することで、環境的に持続可能
で、社会的につながりあい、精神的にも充足した地域環境が実現を目指す。

ストーリー


	様式

